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6月定例議会は6月9日㈫～12日㈮の予定です
町民の皆様の傍聴をお待ちしています
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町民の声

小さな学校から大きな挑戦
クロスカントリースキーで町をＰＲ

新庄神室産業高校金山校３年 髙橋　灯里 さん
た か は し 　   あ か り

o i c e sV

今回の議会だより（第146号）の表紙と裏
表紙を飾るのは、金山町全体を熱気に包み
込んだ、地元高校生スキー選手たちによる
感動と栄光の記録です。男子クラシカル競
技とフリー競技で個人優勝という数十年ぶ
りの偉業を成し遂げた若きアスリートたち
の姿は、町に大きな希望と明るい話題をも
たらしてくれました。今後も先輩たちに続
いて小中学生のクロスカントリースキー選
手の活躍が大いに期待されます。

本号の写真

　この冬、新潟県で開催された全国高等学校スキー
大会クロスカントリースキー競技で、金山校スキー
部の金丸拓寛君がクラシカルで全国優勝を成し遂
げました。男子リレーでもチームメイトたちが頑張り４
位入賞でき、全国に「金山」をＰＲすることができ
て良かったです。全校生徒３２人の小さな学校でも
全国の舞台で大きな成果を残すことができました。
　町と学校、クロカン強化委員会からの支援、保
護者の皆さんや地元金山からの応援団の声援は私
たちの好成績の大きな原動力となったことは間違い
ありません。小学１年生から始めた大好きなスキー
が、ずっと続けられる恵まれた環境とたくさんの応
援に感謝しています。
　チームの活躍の一方で、私にとってはとても悔し
いシーズンとなりました。県大会以降に体調を崩す

など、調子が上がらず目標としていた結果を残せず
に何度も涙を流した大会がありました。まだまだ実力
不足で、普段の練習に取り組む姿勢や自主練習を
見直す必要があると感じています。
　挫折と悔しさを忘れることなく３年生最後のシーズ
ンで、全国入賞を目標に掲げ、技術とメンタルを磨
き、人間として強くなって成長していきたいです。そ
して、チームみんなで金山校スキー部が活躍するこ
とで、支援や応援してくださった方々への恩返しに
なれば良いと思います。
　また、大好きな金山町をＰＲするため、スキーに
限らず、学校活動などでも頑張ります。４月から新し
い校名になりますが、金山校とスキー部の応援をよ
ろしくお願いします。

かなまるたくひろ

～雪原を駆け抜けた若きエースたち！
　　　　数十年ぶりの歴史的快挙～


